別　表
	福祉啓発活動・交流事業

	対象事業名
	事業内容
	助成基準額

	①いきいきサロン


	自治会館等を利用して、一人暮らし高齢者、日中一人になる高齢者及び家族に対し地域との交流や健康チェック、介護予防、会食会などを定期的に行う。


	・５人以上の参加者を要件とし、１回の実施時間が４時間以上で、かつ、昼食を挟むものとする。
実施回数×2,500円


	②世代間交流

　地域交流
	・伝承活動、レクリエーション、ボランティアなどの各種行事を通じ、子どもと世代間の交流を図る。または、施設利用者や生徒・児童等との交流を図る。


	・実施回数×2,500円



	③福祉座談会及び

　　　　　　研修会


	地域の生活課題・福祉課題や介護等について学習する機会や話し合いを実施する。
	・５人以上の参加者を要件と
する。

実施回数×2,500円



	④移動研修会
	地域探訪や施設見学等の移動研修を実施する。
	・５人以上の参加者を要件と

する。

・移動研修×3,000円

　（ただし、年 2回限度）



	⑤居場所づくり


	自治会館等を開放し、住民が趣味活動やレクリエーションを楽しむ。


	・月に1～2回以上計画的に行う
・実施回数×1,000円


※①～④事業の組み合わせは認めるが、実施時間の重複は認めない。
	支え合い・助け合い活動事業

	対象事業名
	事業内容
	助成基準額

	①配食サービス


	自治会館等を利用して、一人暮らし高齢者、高齢者のみ世帯、日中独居の高齢者を対象に食事の調理と配達を行う。

	５世帯以上の対象件数を要件とする。

実施回数×3,500円



	②買い物代行


	買い物が困難な世帯に対し、買い物の代行を行う。

・個人的な活動ではなく自治会等が計画的に行うこと

	・月数回計画的に行う

・実施回数×500円

・例）４世帯を支援する場合
ＡさんとＢさんは第１第３金曜日に。ＣさんとＤさんは第２第４金曜日に代行する。

実施回数４回×500円×12

         ＝24,000円



	③除雪支援活動


	除雪が困難な世帯に対し支援する。

a自治会等が一斉除雪デーを計画的
に行う

b対象世帯を選定して行う

・活動計画（内容）により算定
	・個人的な活動は対象外

a 実施回数×5,000円
　（限度額2件10,000円）

b対象世帯を選定し、定期

（積雪状況に応じ週１回程度）に行う

対象世帯数×3,000円

（限度額10件30,000円)




